　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンケート集計結果　（平成２０年度前期分）　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年９月25日　　アイ・プロジェクト
	アンケート
	質問
	郵送（名）
	メール（名）
	合計（名、％）

	
	
	①
	②
	①
	②
	①
	％
	②
	％

	前
(４月８日)
	１．現惟神会への危機感　①大いに（３９名）少し（１３名）感じる　②あまり感じない
	－
	－
	－
	－
	52
	95
	3
	5

	
	２．危機感を感じる理由　①会員減少　②後継者が育たない　③青写真がない（５名）
	－
	－
	－
	－
	23
	58
	17
	42

	
	３．会員減少の理由　①教拡への会員の意識が低い　②教義が現代の人に理解されにくい
	－
	－
	－
	－
	21
	55
	17
	45

	第１回
(５月１日)
	１　現委員長の教拡活動との整合　①整合すべき　②独自に考えるべき
	11
	18
	10
	17
	21
	37
	35
	63

	
	２　PTの効果実現時期目標　①中長期（５年）　②遅くとも3年後には何らかの具体化
	15
	11
	10
	17
	25
	47
	28
	53

	
	３　①自分の周りから教拡していく　②別の発想が必要であり他の教拡方法を考える
	13
	14
	10
	16
	23
	43
	30
	57

	
	４　教拡方法として　①いきなり氏神・祖霊奉斎を勧める　②まず、すそ野を広げる
	2
	27
	3
	20
	5
	10
	47
	90

	
	５　「人のため、世のため」の活動が　①教拡に結びつく　②教拡に結びつくものではない
	13
	13
	20
	5
	33
	65
	18
	35

	第２回
(６月１日)
	１　これまでの教拡方法　①個人に任せる教拡方法だった　②特に教拡方法はなかった
	15
	14
	15
	4
	30
	63
	18
	37

	
	２　今後の教拡方法　①会員個人に任せた教拡方法　②組織力を使った戦略的教拡方法
	7
	22
	4
	9
	11
	25
	31
	75

	
	３　教拡組織　①現組織で教拡を行う　②機動的組織に切り替える
	10
	14
	6
	3
	16
	47
	17
	53

	
	４　組織的な教拡は　①惟神会では無理　②難しいがやるしかない
	5
	23
	3
	12
	8
	18
	35
	82

	
	５　組織的教拡の難しさ　①人手不足　②ノウハウ不足　
	6
	9
	1
	5
	7
	33
	14
	66

	第３回
(７月１日)
	１　惟神会の強み　①御稜威を受けることができる　②死について説明できる　　 (43名中)
	21
	19
	9
	10
	30
	69
	29
	67

	
	２　惟神会の弱み　①フォロー体制不足　②教拡用 ノウハウやマニュアル不足　　(43名中)
	18
	14
	10
	5
	28
	65
	19
	44

	第４回
(８月１日)
	１　「すそ野を広げる」（四魂具足を目指して生きる、そんな人を増やす）　①賛成　②反対
	19
	3
	17
	1
	36
	90
	4
	10

	
	２　すそ野を広げる段階の説明で、①先ずは氏神の説明は外す　②氏神・祖霊セットで説明
	12
	11
	10
	8
	22
	54
	19
	46

	第５回
(９月１日)
	１　外部への提言や主張をしていくべき　①賛成　②賛成ではない
	18
	3
	16
	３
	34
	85
	6
	15

	
	２　会員皆さんの参加型で半年くらい試行　①大いに賛成　②どちらかというと賛成
	9
	10
	8
	7
	17
	50
	17
	50


注：マーク　は①と②を比べて、片方が７０％を超えているもの
	回答者数
	前
	第1回
	第2回
	第3回
	第4回
	第5回
	
	意見の数

	メールによる回答者数（人）
	－
	２７
	２０
	１４
	１８
	１９
	
	

	郵送による回答者数（人）
	５５
	２９
	２９
	２９
	２３
	２３
	
	２４３件

	回答者合計（人）
	５５
	５６
	４９
	４３
	４１
	４２
	
	


（ 回答者数平均 ４７．６人 ）
